
ギャンブルと利権④　「パチスロ」
１．単なる遊びのゲームでない日本のギャンブルは、適法性で分類すると(1)合法化されたギャンブル：富くじの宝くじ、toto、公営競技の競馬、競輪、競艇、オートレース、(2)違法賭博（多くはヤクザなどアウトローの世界だが一般市民でも賭麻雀など存在する）、(3)適法性のあいまいなパチンコ・スロットに3分類される。
　　パチスロは、風俗営業法の下でのゲームとされているが「三店方式」で勝った玉を換金できるので実質ギャンブルだが、これを警察は見逃している。灰色ギャンブルである。
　　合法化された公営競技（賭博）に「許可」「監督省庁の天下り」以下利権が絡んでいることはこのシリーズで指摘してきた。この利権は直接に役所役人と業者間で存続するだけでなく、役所の外郭団体、メーカーと店の業者、その組合や設立した法人の利権が必ず絡んでいる。
　　この中でパチスロはかつては年間30兆円、今も20兆円を売る「賭博」だけに、利権は大きく且つ複雑多様である、
２．パチンコ・スロットは、風営法により細部まで許認可が必要でパチンコ・スロットメーカーの製造販売、パチンコ店の営業許可、開店、パチスロ機個々の設定、営業時間etcまで、警察庁、警察署の監督下にある。従って、これら業者は全て警察庁長官以下警察の風紀係まで交渉し関係してコネを作るという結果になる。
　　パチスロと警察の関係は次頁参考１のとおり。（溝口敦『パチンコ「30兆円の闇」』より）
　　この「保通協」は、1986年国家公安委員会の検査期間となり、以来2005年まで元警察庁長官の山本鎭彦氏が理事長、その後は元警視総監の吉野準氏が会長になり、今も職員のうち警察出身が多数を占める。溝口氏によれば、検定料だけで年間13億円の収入となり、協会はパチンコ業界の上納金で食っているという。
つまり、パチスロの利権はまず警察とその役人にある。
３．次に、パチンコ業界の関係をみる。
　　次頁以降参考２，３は、自らも業者である成美子（ソンミンジャ）氏による『パチンコ業界報告書』（1998）の添付資料から引用したもの。遊技産業経営者同友会作成の業界構造図やプレイグラフ社作成の業界関連市場の図である。ここには、1996年頃のパチスロ30兆円時代の情況が示されている。これは業界の利権を示している。
　
【参考１】パチンコ業界相関図　　　　　　　写真は保通協が入るビル（東京・江東区）
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【参考３】
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論点　　　　　社会を「買収」する宝くじ宣伝
１．宝くじはその益金を自治体の公益事業に使用していることを宣伝する。それは巧みな世論買収宣伝といえる。
　　宝くじの法定収益金は、主催者である都道府県、政令都市が得るが、現実には全国の市町村にも少しずつ配られ、この金をあてにする全国の自治体をも味方に引きつける。
２．その宝くじ販売への批判を回避したり、賛成させるのが総務省の天下り先「日本宝くじ協会」である。毎年170～180億円がこの協会に「普及宣伝費」として拠出される。そして警察、消防から福祉団体まで「宝くじの宣伝」を条件に配られる。かつては「ドングリを3つ持っていたら3億円当たった」という迷信をふりまいていたが、近年では鉄道広告協会のような公共広告をする公益法人まで使ってヒモつきで金が配られている。車内広告を普及させる鉄道広告協会は「宝くじは社会の役に立っています」と宣伝する。すなわち、金で社会認識を支配する。そしてさらに「賭事の正当化」という思想まで支配しようとしているのである。
３．これと同様のことはtotoでもある。競馬以外の公営競技という賭博でもある。2013年8月、ＴＯＹＯＴＡのゼッケンを付けた選手のみが競技する世界陸上大会が行われた。商業化はアマチュアスポーツにもどんどん広がっている。toto、BIGのゼッケンを付ける世界スポーツ大会やパチンコ、マルハン、ダイナムの広告服を着けた選手権大会が生まれる可能性もある。
大会運営には金がかかる。プロ野球がチーム名までがそうであるように、スポーツはプロのみならずアマチュアにも企業広告が広がっている。今の状態では、商業主義の大企業宣伝大会がそのうちギャンブル事業の宣伝大会にならないか心配させられる。
　コラム　　　　　　賭博とは何か　―ギャンブルの本質―
１．賭博を罪悪として禁じる理由として、754（天平勝宝6）年の布令に「官吏や百姓が憲法をないがしろにし、･･･みだらとなって、子は父に従わず、ついには家業を亡ぼし、孝行の道を損なう」とある。「博奕を好むと、事を廃し、業を棄て、寝食を忘れ、夜日の別なく脂燭をともし、その場に臨んでは争い」（文選）ともある。要するに「没我性」と「自制を失って」「射倖心」に走り、それを「肥大」させることであろう。
　　賭博は「非日常」「異常な感覚」に没入させる。ドストエフスキーの『賭博者』には「時としてきわめて奇怪な、一見およそありえそうにない考えが、しっかり頭にこびりついてしまって･･･その考えが情熱的な欲求に結びついたりする」とある。
２．Ｒ.グリーンソンは賭博者を3つの型に分類する。
（１）正常人　･･･　気晴らしと娯楽のために賭博
（２）神経症的賭博者　･･･　賭博に耽る人で抑止できない
（３）職業的賭博者　･･･　生活手段にする人
　　但し、田村健二氏は正常人をさらに
　　　イ.現実逃避型　ロ.力試し　ハ.獲得の欲望　ニ.運命の占い　ホ.攻撃の欲望
の5タイプに分類し、後者のほうがより積極的という。結局、正常賭博者と神経症的賭博者は連続しているというのである。
　　Ｋ.グロスは、賭博マニアの原因として、①獲得の魅力、②感激の刺激、③攻撃本能　を挙げる。
３．賭博もゆとりを持って遊びの範囲で完全にとどめることができれば、賭博者に病を撒いていないともいえる。しかし現実は、賭博に耽る人を完全に抑止できるギャンブル事業はない。営業として賭博を行う者は依存症者を排除しないし、排除する気もない。賭博事業は利権化し、その継続自体が自己目的化する。日本では民営賭博を企業化したものがパチスロで、これに宝くじ、toto以下の公営ギャンブルがある。賭博は犯罪すら組織的に生産してしまう。マフィア、ヤクザを排除しても汚職は続く（天下りと官民癒着も合法化された汚職である）。
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被害レポート　　　　広告に釣られた宝くじ
　愚かにも私は宝くじを買ってしまいました。はじめはさほど心は動かなかったのですが、テレビや吊り広告で木村拓哉君が、「1等1億円が当たったら何に使おうかと考えている」「うちのスタッフの青木さんが高額当選しました」「1等1億円が当たる気がしている」「10万円くじで4万本なら10万円はきっと当たると信じている」等といかにも現実的な言い方で宣伝していたのが心に残ってしまい、2セットも購入してしまいました。夢というにはあまりにも儚すぎます。「当たったら良いな」が「当たるかもしれない」「いやいや、20枚も買ったのだから少なくとも10万円はいけるはず」と、とめどなくエスカレートしてしまいました。その結果見事に外れ、わずか2枚（それも300円のみ）の当たりになっただけでした。
　くじ売場のおばちゃんは「今日のは当たりがある。この売場はよう当たりが出んねん、大丈夫やで」と、私に言ってくれたのに･･･。その口に乗った私が悪かったのでしょうか。
　自分の軽はずみで一週間分の生活費をドブに捨ててしまった、どうしよう。ギャンブルって確実性はないと冷静に考えれば解るのに買ってしまった。宣伝に惑わされた愚かさ、嫌悪感がとめどなく押し寄せてくる。木村君は常に好青年、正義感の強い役しか演じていなかったから、つい宝くじが当たるというセリフとイメージにつられてしまった。コマーシャルなんて嘘半分でやっているんだから木村君を恨んでも仕方がないのか。それにしても･･･。
あれこれ考えると胃が痛み、夜も寝付きにくくなってしまいました。
原因がはっきりしているから病院に行くのも恥ずかしい。欲深いことを考えたのが悪い。多少胃が痛くても寝付きが悪くても我慢するしかないと思いつつ、やはり口惜しい。どうすれば気が晴れるのやら。当たらない時の気持ちや対応は、売場のおばちゃんもコマーシャルも全く知らぬ顔で触れていない。前もって当たらなかった時のことも広報してよねと思うのは、私の勝手でしょうか。
でもやっぱり口惜しい思いはつのります。
ぶつけ処のない怒りを持て余して困っています。私を裏切った木村拓哉さん、どうすれば良いのか教えて下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｔ・Ｈ）
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コラム　　　　　　　　　　　　　　宗教と賭博
○仏教は「人は一人で生きていけない。他を愛し共存し、助け合いながら生きる」ことを教える。「自己の利益をめざす」「物欲にとられる」ことを戒める。従って賭けで金銭欲に走ることは否定する。
　　仏教のダンマパダ（真理のことば）やウダーナヴァルガ（感興のことば）はその教えを伝える。このことばは必ずしも直接に賭博を禁止していないが、次のようにいう。
「欲情から憂が生じ、欲情から恐れが生じる」「愚人は享楽のために害される」「たとえ貨幣の雨を降らすとも、欲望の満足されることはない」･･･と欲情にとらわれるなと説く。
「愛欲にひとしい火は存在しない。ばくちに負けるとしても増悪にひとしい不運は存在しない」と、「怨み」にとらわれたり「増悪の世界」に入らないように説く。
　　ここでのばくちに負けるとは、古代インドからあった不運なサイの目で負けることをいう。
「情欲にひとしい火は存在しない。不利なサイの目を投げたとしても、怒りにひとしい不運は存在しない」と説く。不利な骰とはバクチにおいてもっとも不利なカリの目を投げることであり、欲にかられてバクチをし、不利になって怒ることが本当の不運といっている。
（以上、『ブッダの真理のことば　感興のことば』中村元訳　岩波文庫より）
○イスラム教も賭博を悪とする。コーラン第5章90節は「酒、賭矢、偶像、矢占いは、どれもいとうべきものであり、サタンのわざである。それゆえ、これを避けよ」とあり、ギャンブルを禁止する。
○ヒンズー教のマヌ聖典の一つ、マヌ法典は「王は領国から賭博と賭け事を除去すべし、賭博と賭け事は公然の窃盗である。王はそれらの抑圧に努めるべし」とある。
○キリスト教も、くじにより人が選択順位を決めることが聖書にあるが、プロテスタント（バブテスト～クエーカー）はギャンブルを禁止する。
○厳しくギャンブルを禁じる宗教が寺の普請、教会改修などでは自ら賭博収入を得ることがあり、場合によっては容認する。「寺銭」などの語は、寺が賭博に協力し、一部で主体的に動いたことを示す。権力ある者の意思一つで賭博の開帳を左右するのは時代劇のとおりである。
宗教の教えは、必ずしも「バクチの禁止」命令ではない。唯、人々に真理を説き善導するのみである。バクチに熱中する姿を戒めているのである。
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サッカーくじ（toto）導入をめぐる賛否の議論
１．サッカーくじは、ローマオリンピックを控えた1946年にイタリアで開催資金のため導入された。日曜日の13試合の勝・負・引き分けの12試合を的中させた者に配当金を与える。当時、日本円水準で一口150円、全売上金の半分が客への総配当金になり、残りの金が運営費とサッカー協会へ行く。そのうち全体の3分の1がイタリア五輪委に入るものだったという。　　
1964年の東京オリンピックでも企画されたが、その時は文部省が反対した。ところが、1993年プロサッカーリーグ（Ｊリーグ）をきっかけに、スポーツ振興サッカーくじがいわれるようになった。ここにＪＯＣ日本体育協会も絡む。そして、2002年ワールドカップ招致と長野冬季オリンピックの財源として自民党文教族が動いた。しかし、警察庁はギャンブルの拡大、暴力団の資金源などを心配していた。地婦連等も反対した。過去、競馬法成立時に収益の3分の1を福祉へ充当といい、戦争未亡人の授産場ともいった。それは裏切られた。戦後の地方財源がないときの苦肉の策はその後一般財源化し、実は湾岸戦争に600億円が廻されたのだった。
麻生太郎議員（文部政務次官から政界へ行った文教族）らは、「スポーツ振興基金」を作ったが金は集まらなかった。1991年の政府支出は250億円、一方民間からは40億円であった（財界は出し渋っていた）。そこで2000億円の券を大衆に売るサッカーくじが推進されたのだった。当時、イタリアのトトカルチョでは、総売上の25％にあたる700億円をスポーツ界が得ていた。
２．1997年、共産党、社会民主党を除く7党・会派によって、「スポーツ振興投票の実施等に関する法律（サッカーくじ法案）」が国会に提出された。これに対する反対論は次のとおりだった。
　　①サッカーくじは基本的にギャンブル賭博である。
　　②青少年への悪影響、それを支配する文部省が胴元となるのは問題（ＰＴＡ、青少年団体が反対）。
　　③青少年人気スポーツに賭けは不適当、八百長の危険、審判にも危険が及ぶ。
　　④収益金をめぐり天下りの温床となる。
　これに対し、賛成は次の意見だった。
　　①サッカーくじは確率160万分の1で宝くじ並み、くじであってギャンブルではない。
　　②悪影響のないよう19才未満には販売しない。
　　③④への対策をとっている。心配ないようにする。
　しかし、
　　①は、サッカーくじは賭博である。疑いの余地はなく例外的に合法化するかどうかであろう。
　　②は、それでも反対派は納得していない。
　　③は、スポーツと賭けの歴史は古く、犯罪を含む社会問題がある。それをどう克服したかにかかわる。ヤミ勢力を完全に封じ込めていない。
　　④は、現状、スポーツ振興センターは利権と天下り先となっている。
　　要するに、反対論の方が正しい。　
３．結局、totoは多数決で導入されたが、現状は導入の論理と現実の乖離は大きい。
　　①スポーツ振興というが、スポーツに親しむものでなく一等6億円以上といった射倖性中心の富くじでしかない。第二の宝くじである。
　　②大衆の射倖心を煽るだけでスポーツ予想に関係のないBIGやBIG1000、ミニBIGは、ロト、ミニロト同様のくじ中心と変わっている。
　　③売り方も当たりやすい者の誕生日宣伝などと大衆をバカにしたり、根拠のない広告・表示で消費者被害も与えている。
　　④文部科学省と財務省の天下り利権化が進み、改善されていない。
　　⑤収益金の配分も不透明で、公正さは担保されていない。柔道連盟の金のように根拠のない各種団体への配付金は実質詐欺、背任、横領のレベルのものもある。サッカーにどれだけ貢献したかは大疑問。
　　スポーツを自主的に応援したい人のためのtotoでない。
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＜分析＞　　　　　ギャンブルの被害計算
１．ギャンブルの被害はまず、国民によって使われた賭け金そのもので計算できる。現在この売上金は、日本の公営競技と宝くじ、totoで10兆円、パチスロで20兆円、計30兆円と概算される。日本人が外国のカジノで失った金も数千億円は下らない。そして、闇の非合法ギャンブルでは計算もできない。
２．ただし、公営賭博の売上収入は、客に還元される金や開催経費にも使われる。全国1000以上の自治体へ配られる実収は総額で3兆円以下だろう。
公営賭博（富くじ）をした客の直接損失はその10兆円の売上の半分ないし3分の1とすれば3～5兆円か。パチスロでの客の損失は売上20兆円のうち3兆円としておく。だとすると、賭客の被害合計は6～8兆円となる。
３．これら賭客からの30兆円の金は本来家族の生活費であったかも知れない。他からの借金だとするとその利息等で被害がさらに拡大する。生活費が賭け金に使われて個別の賭客が勝ったとしても、その金は正しく家庭や社会には戻らないだろう。その戻り金の計が最大8兆円であっても無駄遣いされ、客でない第三者のものになると思われる。
４．ギャンブル依存症だけでなく客が働かないことは社会的被害である。働かないことでの損失は年金保険など何千億円になろう。精神的肉体的に病人となり、治療するとそれは医療、厚生、福祉における社会的（国・自治体）損害となる。200万人のギャンブル依存症者の年間10万円の治療費等を政府や国保等が負担すると2000億円の医療費等厚生費が必要であり、損害となる。
５．ギャンブルに伴う犯罪、風紀、教育の被害は計算困難であるが莫大である。
　　まず、ギャンブルが契機となった犯罪は多い。賭博罪と「のみ」犯罪から窃盗、強盗、殺人、放火犯までに対する警察から裁判所にいたる社会対応には数百億円は要る。
　　もちろん、その犯罪の被害者の損害は拡大し、それより一桁多く数千億円となる。セキュリティ、損害保険料、また損保補償、火災補償を加えると数千億円でも少ないぐらいの評価である。
　　地域、社会の教育、環境の被害は計算困難だが、地域での防犯から子供の親までの国民負担は、国民1人1万円として1兆円を下らない。
６．公営ギャンブルの収益のうち、パチンコ業者からの税収を含め6兆円が都道府県、市町村に直接間接に入っているとしても、経営が成功せず公営競技は赤字のところもあり、本当は割に合わない事業である。
　　以上、6～8兆円以上が庶民からの収奪金である上、5兆円以上の第三者への損害をもたらしていることを考えると、国民経済的には「益」どころか「毒」を売ってバラマキ損害を与えている事業となる。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
ギャンブルで生じる害への売主の偽善
　　かつて宝くじ協会は、高額当選者向けパンフレットを発行し、当たった人が身の破滅に陥らないように注意を促していた。これは、宝くじに当たっても不幸になることもある（！？）と皮肉にも協会が認めたものだ。そこでは当選をオープンにするといろいろ「無心」される、「無心」を断ったら「恨み」が残るなど人間関係が崩れる。働いていた人が仕事を辞めてしまわないようにとの戒めや、贅沢などをしては元の木阿弥になるとの注意していたという。
　自らギャンブルを勧めるものが、当選者に対し破滅しないように注意するというのは、タバコの専売が「呑み過ぎ」を注意するようなもの。未成年者や過度のタバコや酒を「呑む」こと、博奕を「打つ」ことへの注意広告は、思いやりというより売主の自らの責任を客の側に転嫁するものである。
あらゆる消費財にも使い方を誤れば害をもたらすものがあるから、正当な広告と思う人もいるかも知れない。しかし、このような一般論に誤魔化されてはいけない。甘い砂糖もとり過ぎはいけない。塩のような一定不可欠なものも病人への薬も、適量さへの注意が必要だから、いずれにせよ案内広告（表示）は必要だというのはトリックがある。
　タバコは個人にも社会にも不可欠ではない。ニコチン中毒など依存症が多い。もちろん、健康と社会への害は大きい。だから今では呑むことを勧める宣伝はできなくなっている。大麻より危険という人もいる。酒はアルコール由来の病気、依存症が多い。呑む個人の被害だけでなく、交通事故や犯罪などの自他への被害も大きい。
　ギャンブルは、依存症だけでなく盗みなど犯罪の原因だ。なのに業界は、社会への害については全く知らぬ顔である。本来、賭博に対し、小さく年齢制限を印刷していることはあるが、そもそも無差別に客を誘う広告宣伝自体、不法である。
　「ギャンブルにはまるのはギャンブルが悪いからではない。ギャンブルにはまる人が悪い」と米長邦雄元将棋連盟会長は言った。ギャンブル界から金を貰っている団体の代表の言と割り引いても、良識のない偏った視方である。ゆとりのない「破滅型ギャンブラー」をもカモの客としているのが、ギャンブル事業である。
　「客には45％しか配当しません。当たりくじの出た売場は最も空くじ（ハズレ）の出た売場」との事実は隠し、「億円くじが当たる当たる」「多く当たった売場」と宣伝するのは不当表示である。
　ギャンブル事業で生じる害を隠した自己免責広告をするより、年間5兆円以上も国民から収奪するギャンブル業界はせめてその1％の500億円でも直接ギャンブル被害者の救済費として出すべきだ。
（Ｙ）
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
Ｎｅｗｓ
　2013.8.9サンケイによると、新世界の「フェスティバルゲート」跡地をパチンコ1位のマルハンが買っていた。かつて企画のレジャー・アミューズメント施設を方針転換し、パチンコ以外で売上1千億円を目標とした韓流グッズ、飲食店、多目的ホールなどの4階建て複合施設の建設に入る。「大阪・韓流テーマパーク」構想として日韓文化の架け橋にしたいという。これによれば、フェスティバルゲート跡地にパチスロは入らないように思えるが、パチスロを入れないとまでは宣言していない。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
ギャンブル正当化論の非科学性と反社会性
１．ギャンブル（賭博）の罪に対し正当化する論理には、次のような「醒めた」論理がある。
　　その第1は、ギャンブルで儲けようということ自体が無理であるというもの。ギャンブルは胴側が儲けるシステムであり、それを知るべきである。宝くじやtotoなら1万円買って1000円でも戻ればラッキーと思え、という開き直った論理である。
　　くじの宣伝では、億円当せん金を含めても45％しか戻らないとは言わず、6億円から10万円まで当たると宣伝するから、庶民は惑わされ欺される。億円当せんは20～30億円単位で売れれば1本はあるというもので、数学、理論的には理屈に合っている。
　　その第2は、ギャンブルにはまるのはギャンブルが悪いのではなく、ギャンブルに「免疫のない者」「破滅型ギャンブラー」の責任というもの。ギャンブルについて子供等からしっかり教育し、ギャンブルにはまる「破滅型ギャンブラー」でなく「ゆとり型ギャンブラー」になるよう教育で免役を付けるべきというのである。
しかし、公営ギャンブルの客に正しい表示や教育はされていないし、いわば破滅型ギャンブラーをカモにして儲けているのがギャンブルの実態である。こんな国民騙しのギャンブルが大手を振って歩いているのでは反消費者的だし、業者の非道徳、悪徳を許していることになる。ギャンブルには未成年を参加させない等対応をとっているというが、建前だけで十分ではない。例え成年であっても「破滅型ギャンブラー」を生み拡大することは犯罪的である。
２．「のめり込む」というのは動物でも人間でも疫学的調査により生じることが判っている。酒、タバコ、麻薬、大麻、その他薬品から嗜好品まで物的依存症を生む。ケイタイ、インターネットにもあるというが、ギャンブルはシステム依存症を生む。
まともな医薬品で、消費者が選ぶ権利を正しく行使することを求めて「売主の免責」をいう論理もあるが、成年であっても自由に売って良い訳はない。あらゆる危険性や回避方法も示していないと、売主の責任が問われる。ギャンブルはタバコ、大麻以上の害もあるし、依存症による被害は重大である。したがって、これらの危険を具体的に警告しないで依存症を客の責任とする販売主自治体や事業者の民営ギャンブルとパチンコ、カジノは許されない。
３．実は、人にはギャンブル依存症になりやすい脳の性質があることが解明されつつある。ラットによる動物実験では、頭の中にリスクを好む領域があることが判っている。脳の「島皮質前部」にこの機能があり、この場所が過剰に働くとギャンブル依存症になると考えられるという。成人なら全く自由に物事が判断できるという前提自体が非科学的なのだ。
もし、消費者・利用者のうち100人にしてもその効用以上の害をもたらすものは一般には販売できない。だとすれば、国民のうち100人に1人でも中毒、依存症になる可能性の高い人がいるなら、その病人を生む事業は許されない。現実にパチンコ・スロットを含め2～3000万人のギャンブルをする客がいて、そのうち1割2～300万人はいるというギャンブル依存症を生み、しかもその「病人」を商売の客として続けることがとうして正当なのか。ギャンブル依存を専ら客の責任とするのは非科学的で反社会的である。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
ギャンブルオンブズ遊界
　松尾芭蕉本句盗賭句
　　賭けに病んで　夢は枯脳　かけめぐる　　（旅に病んで夢は枯野をかけめぐる）
　　カジノ道　行く議員らの　秋国会　　　　（この道や行人なしに秋のくれ）
　　古傷や　賭けに飛び込み　水の泡　　　　（古池や蛙飛び込む水の音）
　　皐月賞　馬啼き人は　溜め息す　　　　　（行く春や　鳥啼き魚の目に泪）
　与謝野蕪村本句盗賭句
　　依存症　ひねもす　パチスロ通いかな　　（春の海　ひねもす　のたりのたりかな）
　小林一茶本句盗賭句
　　ギャンブル狂　それゆけそれゆけ　買った馬（すずめの子　そこのけそこのけ　お馬が通る）
ギャンブルイロハ詩
　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(ゆめ),夢)もEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(ゑ),得)ましき　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(あけぼの),曙)に　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(なみ),浪)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(こ),超)えEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(く),来)るや　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(たからぶね),宝船)
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(とお),通)すEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(せつり),節理)へEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(さち),幸)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(よ),呼)ばむ　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(うん),運)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(ひろ),拾)いて　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(われ),我)ぞEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 13(ゐ),居)る　　　（48文字）
　ギャンブル正常化案
　　・パチスロの換金（三店方式も）禁止
　　・投票券の1人宛販売枚数、賭け金の制限（1レース1枚、1くじ1枚）
　　・射倖性の制限（当せん金の制限）
　　　　宝くじ類1等10万円以下へ
　　　　馬券・車券・舟券等　10万円以下
　　・破産歴や借金がないかに応じて賭機会を制限
（借金がある者は年間その借金額の1000分の1以内）
　　・賭博歴、賭博関係（投票券の販売従業員も含む）のないこと
　　・依存症、病的嗜癖のないことの医師証明
　
ギャンブルオンブズマン
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当会は財政上は専らカンパで成り立っています。


会費・カンパを下記口座までお願いします。


記


りそな銀行　北浜支店　普通０１１５７１９


口座名義：ギャンブル被害をなくす会
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